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フ
ィ
リ
ピ
ン
の
活
火
山

火山都市国際会議の豆知識 その九その九その九
火山都市国際会議島原大会事務局（☎65-5540）

　ピナツボ火山噴火の土石流で埋没した家屋

　いよいよ国際会議の開催まで、あと４カ月余りとなりました。これまでこの
連載では国際会議の雰囲気を主に伝えてきましたが、今月からは国際会議の進
め方や内容について、詳しくお知らせしようと思います。火山めぐりは、先月
に引き続き、アジアの火山国・フィリピンの紹介です。

『
住
民
』
、
『
学

術
』
…
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら

議
論

五
百
五
十
本
も

の
講
演
申
し
込

み
が
寄
せ
ら
れ

る

　
火
山
都
市
国
際
会
議

で
は
、
世
界
か
ら
研
究

者
が
集
ま
り
、
三
つ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
分
か

れ
て
議
論
を
交
わ
し
ま

す
。

①
『
火
山
を
知
る
』
で

　
は
火
山
観
測
、
噴
火

　
予
知
や
健
康
問
題

②
『
火
山
と
都
市
』
で

　
は
防
災
、
危
機
管
理

　
や
土
地
利
用
計
画

③
『
火
山
と
と
も
に
生

　
き
る
』
で
は
教
育
、

　
広
報
活
動
、
災
害
の

　
伝
承

な
ど
の
内
容
を
扱
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
並
行
し
て
、
住

民
や
行
政
に
よ
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
も
併
せ
て
開
催

さ
れ
ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
国
、
県
、
報

道
機
関
、
市
民
グ
ル
ー

プ
な
ど
が
中
心
と
な
り

雲
仙
・
普
賢
岳
噴
火
災

害
を
は
じ
め
と
し
た
火

山
災
害
に
関
す
る
諸
問

題
に
つ
い
て
公
開
討
論

を
行
い
ま
す
。
噴
火
災

害
を
経
験
し
た
私
た
ち

に
身
近
な
も
の
と
な
る

で
し
ょ
う
。
十
一
月
二

十
三
日
の
最
終
日
に
は

「
子
ど
も
火
山
Ｑ
＆
Ａ
」

の
よ
う
に
、
家
族
の
皆

さ
ん
で
参
加
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い

ま
す
。
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
火
山
都
市

国
際
会
議
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
い
よ
い
よ
国
際
会
議

の
参
加
登
録
が
佳
境
に

入
っ
て
い
ま
す
。
六
月

四
日
現
在
、
学
術
講
演

の
申
し
込
み
が
三
十
を

超
え
る
国
々
か
ら
五
百

五
十
本
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
す
ご
い
数
で
す

ね
。

　
実
際
の
参
加
者
数
は

未
定
で
す
が
、
こ
の
号

が
出
る
こ
ろ
に
は
も
っ

　
一
九
九
一
年
六
月
、
雲
仙
普
賢
岳
の
火

砕
流
災
害
で
島
原
市
民
が
悲
し
み
に
打
ち

ひ
し
が
れ
て
い
る
こ
ろ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

ル
ソ
ン
島
に
あ
る
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
で
も
二

十
世
紀
で
世
界
最
大
の
噴
火
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
日
本
と
同
様
に
火
山
列

島
で
す
。
富
士
山
よ
り
も
美
し
い
と
言
わ

れ
る
マ
ヨ
ン
火
山
、
カ
ル
デ
ラ
湖
が
美
し

い
タ
ー
ル
火
山
な
ど
は
何
度
も
大
き
な
噴

火
を
起
こ
し
、
た
く
さ
ん
の
命
を
奪
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ピ
ナ
ツ
ボ
山
は
五

百
年
以
上
も
噴
火
の
記
録
が
な
く
、
人
々

は
活
火
山
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
九
九
一
年
四
月
に
群
発
地
震
が
始
ま

り
、
小
さ
な
水
蒸
気
爆
発
も
起
こ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
火
山
地
震

研
究
所
は
緊
急
観
測
を
行
い
、
警
戒
レ
ベ

ル
を
次
第
に
最
大
ま
で
上
げ
ま
し
た
。
六

月
九
日
に
は
住
民
二
万
五
千
人
の
避
難
、

ク
ラ
ー
ク
米
軍
基
地
の
撤
退
の
後
、
六
月

十
二
日
か
ら
爆
発
的
噴
火
が
始
ま
り
、
避

難
住
民
は
五
万
人
に
達
し
ま
し
た
。
六
月

十
五
日
の
大
規
模
火
砕
流
で
は
島
原
半
島

全
体
に
匹
敵
す
る
面
積
が
焼
け
野
原
に
な

り
ま
し
た
が
、
噴
火
予
知
の
成
功
で
避
難

を
拒
否
し
た
数
十
名
の
犠
牲
者
で
済
み
ま

し
た
。
し
か
し
、
厚
く
積
も
っ
た
火
山
灰

に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
や
現
在
も
続
く
土
石

流
の
た
め
に
約
百
八
十
人
の
間
接
的
な
犠

牲
者
が
出
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
火
山
防
災
先
進
国
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
世
界
に
は
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
べ

き
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
火
山
都
市
国

際
会
議
の
目
的
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
と

言
え
ま
す
。

（
執
筆
…
松
島
健
九
州
大
学
地
震
火
山
観

測
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
・
理
学
博
士
）


